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HM第８回講座報告ヘリテージマネージャー
支援委員会

　昨年９月に始まった平成27年度ヘリテージマネージャー育成講座も、第８回まで終了し、残す所２回の講座となりま
した。
　１月16日の第８回講座は「文化財建造物の耐震補強」を中心とした、木構造の耐震設計について元滋賀県立大
学教授 福本和正先生より講義をいただきました。講座終了後は前回に引き続きグループに分かれて第10回発表会に向
けての取りまとめ作業（グループ討議）を行ない、調査対象建物の保存活用計画も最終段階を迎えています。

ヘリテージマネージャー実行委員会

高校生の「建築甲子園」報告まちづくり委員会

審査評 審査委員長　本城博一

滋賀県立安曇川高等学校　作品「私たちの町の通学路」
　現在、国の最重要施策の中で、「地方創生」が名乗りを上げて久し
いが、今や全国各地で大きな社会問題となっている「空き家」はその
数が日増しに増大し、地域の活性化の妨げとなっていることは言うまでも
ない。その対策こそが「地方創生」の鍵を握っているのではないだろうか。
　この提案は、日々 の通学途上で数多く点在する「空き家」を学校生
活の中でどう活かすか、どう利用するか、そしてそれを今後の町の活性
化にどう結び付けるかというものである。
　安曇川の地域は昔から「知恵・技術・伝統」を伝えてきたが、少子
高齢化が進み、次第に衰退しつつある。そこで、地域に点在する空き
家を学校の部活動のクラブハウスとして再生し、地域のマイスター達から
部活動を通して「知恵・技術・伝統」を次世代へ引き継いでいこうとい
う計画で、まさに高校生でないと思い浮かばないユニークで新鮮な発想である。
　今回の提案の中で特に注目するのは、地場産業の盛んな土地柄である安曇川の、超一流マイスター達の卓越した技術を、
適切な指導の下で部活動を通して学ぶことで後継者の育成が促進されうることである。それは今後の地域づくりへの貢献として
大いに期待される。

地域の伝統産業を守り育てる部活動
１、　雲平書道部
　四百年の歴史を誇る滋賀県無形文化財指定をうけた一子相伝の筆づくり技術と本物の「書」を学ぶ
２、　扇骨部
　全国一位のシェアを誇る安曇川の扇骨作り。扇骨だけでなく、完成品まで製作して近江扇面展を開催し展示している。
３、　高島ちぢみ部
　将来は学校の制服をちぢみで作ることを目標に、ちぢみづくりを学んでいる。

　以上、高校生の学校生活を通して「空き家」対策への新しい提案で、条件さえ整えば実行可能な計画である。しかしながら
これを実現するには学校当局をはじめ、行政そして何よりも地元住民の理解と物心、両面に亘る暖かい支援と協力が必要である。
　全国に先駆けて一刻も早い夢の実現が期待される。

祝！入賞
　今年度の建築甲子園で滋賀県立安曇川高校の「私たちの町の通学路」が見事に全国大会ベスト８入選を果たしました。
滋賀県建築士会は今後も高校生たちの頑張りを応援していきます。
　大変おめでとうございます。
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女性委員会主催　全員会議　報告
　12月19日㈯　長浜市「旅籠　白忠」にて、（公社）滋賀県建築士会女性委員会主催の全員会議を開催しました。女性委
員会より10名、本会より２名、開催地である湖北地域会より３名のご
出席をいただき、会議は滞りなく終了いたしました。
　全員会議終了後、副委員長の小川慈さんより「高齢社会と福祉住宅」
と題した講演をいただきました。これは、本年度の全国女性建築士連
絡協議会の分科会で発表されたもので、小川さんのご家族に起こった
事を例に、建築士としてそして家族としての取り組みについてわかりや
すくお話されました。発表後も質疑が飛び交い、この時間を持ってよかっ
たと感じました。御参加いただきました皆様、ありがとうございました。

女性委員会

第２回 くらしとすまいをみつめる
 木材料・木構法等について実例を見ながら学ぶ　報告

　大阪木材仲買会館は、かつて木材が水運で流通していた
堀江の地に、木材の殿堂を建築したいという大阪木材仲買
協同組合の理念のもと行われた設計プロポーザルにて、竹中
工務店が勝利し、同社の設計・施工により建築されました。
　かつて木材の流通に縁のあった同地も、今やその面影はあ
りません。その中にあって、３年前に建てられた大阪木材仲
買会館は、木がふんだんに使われたそのファサードが静かに
存在感を放っています。
　同会館は、防火のため北・東面にRC壁が使われるなど、
RCとの混構造となっています。建築物の利用者から見えると
ころに木がふんだんに使われていることで、シャープなデザイ
ンの中にも温かみのある、落ち着いた空間がそこにはありまし
た。無理なく、しかし積極的に都市の中に木質構造材を取り
入れる柔軟な設計思想が感じ取れました。
　随所に木づかいの設計者の配慮を感じる建築ですが、とり
わけ印象的なのはその庇の出の深さです。設計者は、この
建築の顔となる南面開口部に全面木製建具（集成材が芯材）
を採用していますが、それらが直接日射や風雨にさらされると
木材の劣化が懸念されるため庇を深くしたそうです。建材の
ために設計するというとある種贅沢な話ですが、それは同時
に夏季の日射を適切に遮り、ヒートアイランド対策にもつながり、
施設利用者の快適性にもつながっています。
　また、広い木の床のバルコニーは日本の縁側空間のように
内部空間と外部空間の連続性を生み出しています。
　都市において、また耐火構造が求められる中で、挑発的と
もいえるような木を全面に押し出したファサードは、新しい木質
構造材を活用した建築の可能性を感じさせられ、まさに木の
殿堂の風格を感じられました。
　後半は、間伐材の有効活用のため伝統構法をベースに新
たな構法を開発された宮内寿和氏と川端眞氏の講演でした。
現状として日本の山の間伐材の需要がないことが、40年後、
日本の山から木がなくなることにつながるというお話が一番印

象的でした。その情報が印象的であっただけでなく、語り手
の宮内氏が大工として非常に危機感を持っておられることが強
く伝わってきたことが、胸に響きました。
　宮内氏と川端氏はこの日本の山の木の現状を何とかしたい
という強い思いから、その対策として、間伐材を建築構造材
として使用する新たな構法「小径木対応型挟み梁構法」を
開発されました。間伐材のような小径木を流通させるためには、
４寸角の木材で設計していく必要があること、また木の本来
の強度を最大限に引き出すために水中養生をしておられること
をお聞きしました。
　また、間伐材を建築構造材として利用することは、炭素固
定にもつながりCO２削減にも寄与します。伝統構法の技術と、
水中養生という古来からの手法を伝承することもでき、山の木
を守ることもできる、まさに日本の未来と世界の未来に希望が
持てる構法だと感じました。
　お二人は大工と建築士という立場も異なり、語り口も異なる
のですが、お二人が本当にいい関係を構築され、日ごろから
厚い信頼関係を築いておられることが強く感じられる講演でし
た。
　講演者の皆様、運営者の皆様、貴重な学びの機会をいた
だきましたことを心よりお礼申し上げます。

宮内氏・川端氏による講演

白波瀬氏の解説による
館内見学

主催・企画／近畿建築士会協議会女性部会
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湖北地区
紅葉の京都グルメ満喫の旅をおえて

　本年も湖北地域会会員、賛助会員並びに長浜建築施工
管理技士会会員の交流事業として、11月26日に［紅葉の京
都グルメ満喫の旅］に出かけました。当日は、あいにくの小
雨でしたが、観光地では、傘もさすことなく観光が出来ました
常照寺、源光庵、そして、光悦寺と隣接しています観光地
を紅葉とともに満喫いたしました。今年の紅葉は、気温のせ
いかもう少し色に鮮やかさがございませんでしたが、庭園の
なかは、よく手入れがなされとてもきれいでした。また、しょう
ざんリゾート京都では、すごく日本庭園が自然のなかに素晴ら
しく馴染んでいて気持ちがリフレッシュしたうえ、昼食もおいし

地区だより
く頂けました。ゆっ
くりとした食事と
和やかな旅を楽
しめた一日でした。

甲賀地区
甲賀地域会便り

　甲賀地域会では本年度２回目の研修会を11月27日に開催
しました。今回は技術研修会として１部で㈲加藤建材代表
取締役加藤建造氏に「屋根と瓦の講話」を、２部では城
東テクノ㈱大阪営業所所長赤澤伸一氏より「FRPグリッド基
礎補強工法設計施工技術講習」をそれぞれご担当いただき
ました。
　加藤社長からは瓦葺き技術の変遷や材料、工法について
お話を頂くとともに、自社で施工担当されました国宝彦根城で
の苦労話などを交え貴重なお話を伺うことが出来、続く城東
テクノ㈱様からはFRPグリッド工法による耐震補強、設計・施
工技術講習として開催いただき、受講者には後日講習終了

証がいただけるという専門的な講習会となりました。
　甲賀地域会では、今後も賛助会員様のお力添えをいただ
き同様の講習会、研
修会を続けていきたい
と考えております。

あーき塾　～建設業を取り巻くリスクとその対応策～　事業報告青年委員会

　青年委員会では、12月12日㈯に
旧大津公会堂多目的室にて、あー
き塾「建設業を取り巻くリスクとそ
の対応策」を開催しました。
　講師に、東京海上日動火災保
険株式会社　滋賀中央支社長　
牧原卓也氏、株式会社総合滋賀
　代表取締役　足立剛氏をお迎えし、第１部では、さまざまな事例を基に、どのようなリスクがあり、どれくらいの損害
が発生しているのかを学び、第２部では、そのような事故事例に対して、保険がどう対応しているのかを学びました。
　建設中物件の損壊や目的物の盗難、安全配慮義務違反殺等々。特に現場で作業する方々にとっては、大変有意
義なセミナーとなりました。
　週末の何かとお忙しい時期にもかかわらず、多数ご参加頂きありがとうございました。
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残しておきたい滋賀の建築
第22回 近江ベルベット　ボイラー棟（長浜市石田町）

　近江ベルベットの本社工場は、武将石田三成の出生地から300mほど北に行っ
たところに立つ。創業は日露戦争さなかの1905年（明治38年）にさかのぼる。
　正門脇の事務所棟の隣にあってよく目立つ赤れんがの建物がボイラー棟で、
1921年の建設である。かつて県内に数多く立地した繊維工場が次 と々姿を消す
中、明治期からの施設を残すのはまことに貴重であり、地域の歴史を語る上でも
欠かせない存在である。

21 日 友引 子ども立体作品展（表彰式）
22 月 先負 　
23 火 仏滅 　
24 水 大安 　
25 木 赤口
26 金 先勝 第4回定期講習
27 土 友引 　
28 日 先負 　
29 火 仏滅 　

12 金 大安 情報広報委員会

13 土 赤口
第10回ヘリテージマネー
ジャー養成講座（閉講式）
近畿青年サミット

14 日 先勝 　
15 月 友引
16 火 先負 　
17 水 仏滅 　
18 木 大安 　
19 金 赤口 理事会
20 土 先勝 子ども立体作品展

1 月 仏滅 　
2 火 大安 　
3 水 赤口 第3回 渉外事業委員会
4 木 先勝 第5回 女性委員会
5 金 友引 　
6 土 先負 免許交付式・青年建築士交流会
7 日 仏滅 　
8 月 先勝 第1回 継続能力開発委員会
9 火 友引 　

10 水 先負 　
11 木 仏滅 建国記念の日

２月の暦

新入会員のご紹介 地　区 氏　　名

甲 賀 地 区 岡　村　浩　樹

滋賀職能大（ポリテクカレッジ）からのお知らせ

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構
〈厚生労働省所管〉近畿職業能力開発大学校附属

滋賀職業能力開発短期大学校（滋賀職能大）
www3.jeed.or.jp/shiga/college/

〒523-8510 滋賀県近江八幡市古川町1414

学務援助課 TEL：0748-31-2254
FAX：0748-31-2255

卒業研究発表会　開催
２月12日（金）

10：00～
全科、全学生による発表会
（制作作品同時展示）

·若年者ものづくり競技大会優勝
·未来の窓を提案「テクノ愛2015」大学の部奨励賞
·木造耐力壁ジャパンカップ４連覇

学生達の２年間の成果をぜひご覧ください

ポリテックビジョン滋賀2016　開催
２月19日（金）

９：30～
卒業制作各科代表作品の発表
特別講演会 「まいど１号プロジェクト」 棚橋電機㈱　棚橋秀行 氏

㈲ヒサミツ　寺久保利光 氏
※特別講演会は、先着60名　事前申し込みが必要です


